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研究結果の概要 

本研究では、大規模視覚言語モデルを活用し、冠動脈 CT（coronary computed tomography 

angiography; CCTA）画像から虚血性心疾患の診断を支援するシステムの開発を行った。CCTA

は冠動脈狭窄を非侵襲的に評価でき、冠動脈の形態やプラーク性状を比較的容易に把握できる有

用な検査法である。一方で、心拍動による画像の不鋭化や石灰化によるアーチファクトの影響を

受けやすく、陽性的中率の低下が課題となる。また、読影対象となる画像枚数が多く、所見レポー

ト作成も含めて医師の業務負担が大きい。このため、異常部位を自動検出し、狭窄の原因を解析

できる診断支援技術の開発が求められている。 

対象症例として、医師により冠動脈プラークを指摘された 20 例と異常なし 10 例の計 30 例を

収集した。まず、大規模視覚言語モデル「medgemma-4B」を実装し、CCTA症例 10例をランダ

ムに抽出して、冠動脈直行断面像からプラーク分類および所見指摘が可能か検証した。その結果、

プロンプトにより冠動脈直行断面像であることを明示すると、大きな病変や明らかな狭窄につい

てはプラーク性状を含めて認識可能であり、冠動脈の直行断面像として画像を把握できることが

確認された。 

一方で、低吸収プラークによる狭窄に対しては認識精度が低く、十分な判別ができなかった。

この要因として、低吸収プラークと血管周囲脂肪組織とのコントラスト低下が影響していると考

えられた。そこで、低吸収プラークのみの検出に特化した畳み込みニューラルネットワークを新

たに開発したところ、冠動脈領域を矩形に抽出する前処理を加えることで、低吸収プラークを正

しく検出できることが確認された。 

さらに、取得した CCTA画像および画像所見レポートを「異常なし」「脂質性プラーク」「線維

性プラーク」「石灰化プラーク」の 4 群に分類し、この分類に基づいて medgemma-4B のファイ

ンチューニングを実施した。その結果、学習自体は可能であったが、モデルには過学習の傾向が

認められた。以上より、本研究では、大規模視覚言語モデルが CCTA画像における明らかな狭窄

性病変の認識に有用である一方、低吸収プラークのような識別困難な所見に対しては、専用の画

像認識モデルを組み合わせることの有効性が示唆された。 

今後の展開 

今年度は畳み込みニューラルネットワーク（CNN）により低吸収プラークを検出するところま

でであったため、CNNによる結果を大規模視覚言語モデルに実装することが課題となる。①低吸

収プラークの検出を先に CNNで行う、②大規模視覚言語モデル（medgemma-4B）のファインチ

ューニング（微調整）により低吸収プラークを認識させる、③CNNとmedgemmaを結合したモ

デルを構築する、といった手法により、低吸収プラークの認識精度向上を目指す。 

 


